平成25年度　第１回大阪府社会教育委員会議　概要
○日　時：平成２5年１１月１日（金）　14：00～16：00
○会　場：大阪府公館
○傍聴者：　一般：なし　　報道：なし
１　開　　会
２　挨　　拶
３　委　　員
　　　出席委員（８人）大谷委員、岡村委員、大脇委員、髙田委員、近棟委員、出相委員、樋口委員、松村委員
      欠席委員（４人）佐伯委員、蛇草委員、村田委員、米田委員
４　議　　事
（1） 次期提言の審議のポイントについて（資料３　参照）
　　　　　⇒　意見聴取
（２） 次期提言のめざす地域のイメージについて（資料４～７　参照）
⇒　意見聴取　
◆主な意見等
　　＜次期提言の審議のポイントについて（資料３）＞
・審議のポイントの③にある社会教育施設は、一般的には公民館・図書館・博物館などをイメージするが、生涯学習センターや子育て支援センターやコミュニティセンタ―などについてもここでは含めて考えていると思うので、そのことがわかる表現に変えた方が良いと思う。　
　　　　　　　　　
　＜次期提言のめざす地域のイメージについて（資料４～７）＞
　　　・資料４の右上にある「地域課題に気づく」「地域課題を学ぶ」「課題解決に関わる情報を知る」「できることから始める」の４つは図のように循環することが理想だが、実際には、情報を知ることにより、気づきや学びにつながったりすることもあるので、一定方向に回るのではなく、さまざまな方向に動くものだと考えている。
　　・行動する人を増やそうとした時に、「できることから始めよう」と書くと自信をもってできることがない人は、始められなくなるので、行動に移すきっかけを広げるためにも「できること、関心のあること（気になること）から始めよう」という表現にした方が良いと思う。
　　・資料7の下にあるボランティア活動フェアのような取組みは、府内のいろいろなところで実施されていると思う。今後「・・・1日体験」など、もう少し具体的な取組みを考えていく必要があると思う。また、連携先のところに、地域課題の解決に関わって、さまざまな取組みをしている市民活動センターなどを加えていくと良いと思う。そのつながりをつくるのは社会教育主事や、ボランティアコーディネーターの役割だと思う。
　　・学校がいろいろな取組みを行う際に、地域の人や大学にボランティアを募集するが、なかなか集まらない。「興味・関心・意欲のあることをやりたい時にできるだけ」という呼びかけに変えないと集まらないと思っている。地域には子どもに関わりたいという人も多くいるので、募集チラシをまいて待っているだけではなく、何か仕掛けを考えて、地域の人などのニーズを発掘していくことが必要だと思う。
　　・地域の活動者の立場で考えると、何か気になることや関心のあることがあっても、実際の行動に移す術がわからないことがあると思う。個々の思いはいろいろだと思うので、その個々が行動に移すヒントや仕組みを提供できると、地域の人が一歩踏み出すきっかけにつながると思う。
　　・企業のCSR（企業の社会的責任）の取組みは環境問題等で進んできているが、地域の教育という切り口で企業が積極的に取り組んでいるというイメージはあまりなく、企業の得意分野を学校で教えるというくらいのように感じる。企業が地域の教育という新しい切り口で社会貢献が積極的に推進されるよう仕掛けていくと良いと思う。
・地域に連携できる企業があれば働きかければいいと思うし、地域にそのような企業がない場合は、切り口を変えて職員の多い会社であれば、勤務所のある地域での社会貢献だけでなく、住居地で社会貢献するようなシステムを考えてもらえるといいと思う。そうなると自分のいる地域での取組みとなるので、貢献活動する人のモチベーションもあがると思う。
昨今、企業のCSRのあり方が注目されているので、企業にCSRの観点から地域の教育に貢献するという考え方を啓蒙していくと良いと思う。
　　・企業との連携は、社会教育ではあまり注目されていなかったように思うので、すごく必要な観点だと思う。
　　・ボランティアの数を増やしていくためには、平日に勤務している有職者を巻き込んで行くことが必要だと思う。しかし、忙しすぎて、むずかしい面もあると思う。
　　・当社では、余暇に社会貢献をするという項目を人事の評価項目に取り入れていて、半期ごとに聞き取りを行っている。なかなか、全員を対象に考えるとむずかしい面もあるので、社会貢献を視野に入れている企業から働きかけていけばいいと思う。
　　・企業業績をあげるために、積極的にCSRに取り組もうという企業も増えてきている。企業によっては、地域の人と一緒に研修をして、地域課題に自社のノウハウが活かせないかなどを検討しているところもあり、多くの企業でさまざまな社会貢献がされていると思う。
　　・企業の社会貢献は増えてきているので、その豊富な貢献活動事例を調査することは必要だと思う。
　　・やりたいことをやりたい時にというのはいいと思うが、実際は仕方なくやっている人が多いと思う。仕方なく始めた行動でも、取組みが終わった時にはやってよかったと思うことも多いと思う。しかし、その取組みが終わった時に行動も途切れてしまうことが大半になっているのでもったいないと思う。
　　・当地区では、夏の盆踊り大会を、当初、公民館を中心に始めたが、今は地域の取組みになっている。その実行委員会は、自治会、校区福祉委員会、青年団、小中学校のPTAなどへ働きかけ、さまざまな組織から構成されている。実行委員の中には、最初当番で仕方なく関わったが、取組みが終わる頃には、やってよかったという人もいる。その人が次年度の取組みにも関われるように、実行委員会の任期を次年度の第１回会議までと決めており、残りたい人は残れるようなシステムになっている。そのことにより、必ず数人は実行委員会に残る人がいて、つながりが広がっている。
　　・福祉分野でも、地域のいろいろな問題を解決していこうと取り組んでいるが、地域には冷たいというイメージもあると思う。この提言では、積極的に行動へ移していくという考え方になっていると思うが、別に積極的な行動でなくても、困っている人を排除しないという意識をもつことだけでも、自ら考え行動することにつながると思う。
　　・地域でグループホームを建設しようとすると、建設反対運動が起こることがある。そのようなことが起こらないように、消極的かもしれないが、福祉課題を温かく見守るというような人を増やしていくことも大切な観点だと思う。
　　・地域には確かに冷たい面もあると思う。地域にある施設を排除する、外国から日本に来た人を受け入れようとしないなどの事象があることも現実だと思う。
　　・資料７の一番下にある「地域の教育力の向上につなげる」の教育力という言葉が気になる。教育と聞くと学力を連想してしまうので、もう少し、幅広く考えて、地域の力とか地域の総合力という表現の方が良いと思う。
　　・教育学に携わっている者にとっては、地域の教育力とは、人間関係が広がることにより知り合いが増えることや、子どもが悪いことをした時に、見守る人が地域に多くいることにより、子どもの健全な育成が図られるというようなイメージだと思う。読む人に伝わるように、わかりやすく説明する必要があると思う。
　　・当市の公民館は、カルチャースクール化してきて、地域づくり・人づくりに関わる施設という役割を果たせていないように感じる。公民館で活動したことを社会に還元していこうというような、公民館に関わる人の意識改革をしていく必要があると感じている。
・資料７の左下にある「情報を知る」に、公民館等社会教育施設で閲覧できるように掲示すると書かれているが、公民館に地域の人に来てもらうだけでなく、公民館が出向いて行って、地域に発信していくとか、何か仕掛けていくことが必要だと思う。
・公民館が地域づくり・人づくりという役割を果たせなくなっている要因として、施設職員の異動が頻繁になり、地域との人間関係ができないまま、事業だけをこなしているという現状もあると思う。
・当市では、公民館が人づくり、地域づくりの役割が果たせるためにはどうすればよいのかを、職員が話し合い事業を進め、地域への働きかけを行ったりしている。例えば、公民館で活動するクラブの人たちに、地域の高齢者施設や障がい者施設への訪問を勧めている。また、今まで障がい者施設の人たちに公民館まで、出向いてもらって交流を図っていたが、障がいの程度によっては、施設から出ることができない人もいることから、今年度は、市内全館の利用者団体が一緒になって、障がい者施設を訪問して交流を図るようになった。
・公民館は、職員の組織体制の弱体化とも相まって、本来の役割を果たせなくなってきているように思う。
　公民館職員や学校職員を対象とした研修をする機会などを通じて、社会教育施設の役割や施設職員のあり方を伝えていくことは大学の役割だと考えている。
・公民館等社会教育施設がカルチャースクール化しているのを完全に否定しているのではなく、趣味を生かして、福祉施設で活動している人もいるので、いかにその後の行動につなげるかという観点が重要だと思うので、施設職員の意識改革がポイントだと思う。
・形は色々あると思うが、要するに、学習成果をどのように社会に還元していくかが重要になると思う。そのような役割がなくなると公的施設の意味がなくなると思う。
・地域の人だけではなく、社会教育施設等もどのように動いていいかわからないところもあるように感じるので、モデル事例を収集して発信することにより、施設の後押しをすることも、行動に移す人を増やす効果的な方法の一つだと思う。
・地域には、学ぶことに対する抵抗をもっている人も少なからずいると思うので、楽しい活動をしているうちに、気づいていたら学んでいたというになるようなアプローチの方法もあっていいと思う。
・ある市で、公民館でダンスの講座を受けた人が、講座を受けた時に地域に愛着を感じて、その地域づくりのサークルを自ら作って、地域への貢献活動に取り組んでいるという事例もあるので、楽しいという観点は大事だと思う。
・行動する人を増やすには、社会教育行政や施設職員等が課題認識をしっかり持ったうえで、行動に移しやすい場をつくることが大事になってくると思う。
・地域の人が学校で読み聞かせをしたいというニーズがあったので、子どもに読み聞かせをしてもらった。それとは別に就学前の保護者が集まる場でも、読み聞かせをしてほしいとお願いしたら快く引き受けてくれた。その後、先輩保護者としてアドバイスをするなどの活動に広がっている。まずは、活動する人を集めることが大事だと思う。
・行動に移すには、楽しく取り組む、仕方なく取り組むとかいろいろな入り方はあると思うが、それをうまく社会に還元していけるような仕組みを考えることが、今後、重要になると思う。
・資料４の右側にあるサイクルは、一定方向に回るとは限らないシステムだが、成果を問われることはあると思うので、むずかしいとは思うが、成果として何か計れるものがあればいいと思う。
・社会教育の成果指標といわれると、たいへん難しいが、例えば5年以内に活動を始めた人・団体の活動の継続率や仕掛けたことによって活動に新しく加わった人数などが指標として考えられる。
　　・数値的な指標は社会教育になじまないと思う。量より質を求めていけばいいと思う。取組みや講座から活動につながったという情報を収集し、うまれた成果をとりまとめていけば、指標となるのではないかと思う。　　
５　閉　　会　
